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しなかった。 x線光電子分析により，褐色沈澱物中のセレンの存在状態は O 価と -2 価のどちらかであ
ること，そして褐色沈澱物の主成分は炭素，酸素および窒素であることがわかった。塩酸および 2 ーメ
ルカプトエタノール溶液により褐色沈澱物を処理したが，水銀とセレンの大部分は沈澱物中に残存した。
以上のことから，塩不溶性画分中の水銀とセレンの大部分は組織成分と容易に反応することのできない
安定な複合体として存在しているものと推定された。
本研究で得られた結果から，成熟したスジイルカは餌生物から摂取，吸収したメチル水銀を体内分解
し，生じた無機水銀を同時に吸収したセレンと共に生体に利用されない状態として筋肉に蓄積すること
により，臓器中のメチル水銀濃度を一定に保っているものと推察された。
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論文の審査結果の要旨
海産哨乳動物のスジイルカを用い，臓器中の水銀とセレンの蓄積過程およびメチル水銀の体内分解に
伴う筋肉中における両元素の分布と存在状態について検討を行なった。その結果成熟したスジイルカ
は餌生物から摂取，吸収したメチル水銀を体内分解し，生じた無機水銀を同時に吸収したセレンと共に
生体に利用されない形態として筋肉に蓄積することにより，臓器中のメチル水銀濃度を一定に保ってい
るものと結論した。これらの事実は環境毒性分野とくに重金属による毒性発現の阻止などの分野に有益
な知見を与えるもので，薬学博士を授与するに値するものと判定した。
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